
に
よ
り
、
投
資
的
経
費
の
確
保
は

更
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が

容
易
に
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
市
の
都
市
活
力
の
向
上
・

地
場
産
業
の
支
援
と
い
う
観
点
か

ら
、
景
気
回
復
及
び
都
市
間
競
争

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
積
極
的

な
行
政
経
営
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
民
間

活
力
を
積
極
的
に
導
入
し
、
よ
り

効
率
的
、
よ
り
効
果
的
に
施
策
事

業
を
行
い
、
宇
都
宮
市
民
全
て
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
、
財
政

安
定
と
健
全
な
行
財
政
運
営
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
収

納
対
策
の
強
化

②
各
種
財
政
指
標
と
各
種
基
金
の

目
標
値
維
持
の
た
め
の
取
り
組

み
の
強
化

③
多
様
な
行
政
需
要
に
対
応
で
き

る
専
門
性
の
高
い
職
員
の
採
用
・

育
成
と
適
正
配
置

④
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
に
よ
る
効
果
的
な
公
共
施
設

管
理
の
取
り
組
み

⑤
指
定
管
理
者
制
度
の
更
な
る
活

用
に
向
け
て
の
整
理
、
検
討
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様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価

値
観
が
溢
れ
る
中
で
、
地
方
分
権

の
推
進
に
よ
る
自
治
体
の
主
体
性
・

自
立
性
の
強
化
が
図
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
、
更
な
る
宇
都
宮

市
の
発
展
と
そ
こ
に
暮
ら
す
市
民

の
幸
せ
を
望
む
た
め
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
市
民
・
企
業
等
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
し
く
み
の

確
立
な
ど
、
成
熟
し
た
社
会
に
対

応
出
来
る
市
政
運
営
の
あ
り
方
が

必
要
に
な
る
。

　
身
近
な
行
政
の
推
進
や
市
民
活

動
の
促
進
・
支
援
、
行
政
と
市
民

の
情
報
の
共
有
、
政
策
形
成
過
程

か
ら
の
市
民
参
加
の
促
進
な
ど
、

住
民
自
治
の
成
熟
化
を
図
り
な
が

ら
、
個
々
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
が
実
現
で
き
る
、
市
民
・
企

業
等
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
社
会

の
形
成
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、

み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
確
立
、
都

市
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
自
治
会
加
入
促
進
の
た
め
の
積

極
的
な
取
り
組
み

②
ま
ち
づ
く
り
組
織
、
担
い
手
、

団
体
等
の
支
援
の
強
化
及
び（
仮

称
）
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

整
備

　
誇
り
の
持
て
る
本
市
の
実
現
の

た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、

さ
ら
に
緑
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
景

観
形
成
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
ま
た
、
人
や
環
境
に
や
さ
し
い

公
共
交
通
網
の
整
備
充
実
と
幹
線

道
路
や
市
民
に
身
近
な
生
活
道
路

の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
産
・
学
・
官
一
体
と

な
っ
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
及

び
都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
積

極
的
形
成
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
駅
東
口
整
備
の
早
期
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
の
強
化

②
宇
都
宮
工
業
高
校
跡
地
の
有
効

活
用
に
向
け
て
の
県
と
の
早
期

協
議

③
市
内
県
有
施
設
（
美
術
館
、
体

育
館
、
図
書
館
等
）
と
市
施
設

と
の
整
合
性
及
び
役
割
の
明
確

化
④
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
地

域
対
策
の
推
進

⑤
東
北
縦
貫
自
動
車
道
大
谷
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
日

光
・
宇
都
宮
道
路
の
石
那
田
イ

ン
タ
ー
の
早
期
設
置

⑥
Ｊ
Ｒ
岡
本
駅
の
早
期
橋
上
化
と

周
辺
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
早
期
着

手
⑦
東
北
新
幹
線
「
は
や
て
・
は
や

ぶ
さ
」
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
停
車

に
向
け
て
の
取
り
組
み
強
化

⑧
地
域
内
公
共
交
通
（
地
域
内
交

通
・
生
活
バ
ス
路
線
・
サ
イ
ク

ル
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
等
）
の

充
実

⑨
「
宇
都
宮
市
自
転
車
の
ま
ち
推

進
計
画
」
に
則
っ
た
自
転
車
走

行
空
間
の
計
画
的
整
備
や
自
然

環
境
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成

⑩
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
、
栃
木

Ｓ
Ｃ
、
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク

ス
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
へ
の
支
援
と
チ
ー
ム
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
更
な
る
強

化
、
促
進

⑪
上
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
の
積

極
的
な
推
進

⑫
大
型
映
像
装
置
を
活
用
し
た
中

心
市
街
地
の
賑
わ
い
の
創
出

⑬
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ

る
市
民
へ
の
市
政
情
報
提
供
の

充
実

⑭
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
よ
り
一

層
の
推
進


